
令和８年度 第２回学校運営協議会 
 

１ 日 時 令和８年 10月１日（木）午後３時から４時まで 

 

２ 場 所 静岡県立掛川西高等学校 大会議室 

 

３ 次 第  

(1) 校長挨拶 

(2) 議事 

・７月アンケート結果について 

(3) その他 
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学校運営協議会委員（敬称略） 

井上 美千子 しずおか共育ネット 代表理事 ６年目 

大村 正己 掛川市立北中学校 校長 １年目 

瀬畠 義孝 静岡新聞社掛川支局 支局長 ２年目 

富田 寿人 静岡理工科大学 副学長 １年目 

長濱 裕作 掛川西高等学校ＰＴＡ会長 １年目 
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大石 正佳(数) 校長 

田中 加奈子(英) 副校長 

吉野 友三(保体) 教頭 

小嶋 唯起子 事務長 

大橋 雅則(数) 教務主任 

松浦 弘季(数) 生徒指導主事 

大村 生実(国) 進路指導主事 

青木 紀文(国) 研修主任 



令和８年度第２回学校運営協議会・議事録 

 

井上：議事の７月アンケート結果について教頭から説明がある。 

教頭 ：7月アンケート結果について全体の概要を説明し、アンケートの振り返りについては、各分掌課長 

から説明。 

井上：委員のそれぞれから確認・質問事項があれば、発言をお願いしたい。 

大村：授業目標の提示方法について、小中学校のように毎時間の学習課題を黒板に明示しているか。 

大橋：高校では単元や一定の期間を通した目標設定になることが多い。 

大村：アンケートにおいて、生徒の主体性や自己有用感に関する数値が低いことが目に付く。  日本の中

高校生は『自分の力で社会課題を解決できる』と感じる割合が国際的に低い（17%）」というデータ

があり、探究活動や体験学習を通じて自信や主体性を高める重要性があるのではないか。 

また、高校で行われている探究活動は、それぞれの生徒の興味関心のあるテーマで実施しており、

テーマ設定の範囲が広すぎる印象がある。  社会課題の解決」にテーマを絞って行ってみるのもよい

のではないか。 

青木：学校では、興味・関心に基づくテーマと社会課題に基づくテーマの双方を認めている。今後、どの

ような実施方法が良いのかさらに検討していく。 

校長：各高校間でのネットワークを活用しながら、さらに良い探究活動にしていきたい。 

井上：探究活動については、文部科学省から学術的な研究のもの、体験的なもの、創造・表現に関するも

のが示されており、各学校にあったものを模索していると思う。私たちも探究活動に関わっている

ので、サポートしていきたい。 

瀬畠：生徒アンケートのスマホ利用時間と、家庭学習の開始時間の関係について実態を教えてほしい。 

大橋：学習時間調査によると、平日のスマホ利用時間は平均で 1年生 81分、2年生 79 分、3年生 47分。

（休日は 1年生 152 分、2年生 154 分、3年生 84分）毎朝の学習スケジュール帳で自己申告させて

いるが、塾の動画視聴や画面稼働時間が混ざっている場合もある。また、部活動が 19:20 完全下校

となり、遠方からの帰宅や塾・自習室での勉強を経て帰宅すると、物理的に夜 9時からの勉強開始

は難しい生徒が多いのが現実である。睡眠不足にならないよう生活習慣の指導方法を工夫していく。 

教頭：スマホに関するアンケート項目の回答については、学習に活用したものも入っている可能性もあ

るので、来年度以降の質問内容を検討していく。 

富田：大学では年 2回の授業アンケートで 教員と学生の意識ギャップ」をフィードバックしている。高

校でも同様の取り組みはあるか。また教員相互の授業参観の状況はどうか。 

教頭：本校でも今回の生活全般アンケートとは別に、１・２学期末に各教科の授業評価アンケートを実施

し、フィードバックを行っている。 

青木：授業参観については年 3回以上の目標を設定し、全教員が相互参観を行っている。 

長濱：アンケート結果を生徒自身に開示することで、客観的な自己理解や振り返りの機会になるのでは

ないか。 

教頭：現在は教職員間での課題分析と対策立案に活用している。今後は生徒への結果開示についても検

討しきたい。 

長濱：アンケート結果を活かして何か改善したことはあるか。 



松浦：スマホ安全教室の内容を犯罪防止・実用面に刷新する予定。 

青木：職員研修の内容に生かしている。 

長濱：アンケート項目の中で重要視しているものはあるか。 

青木：自己有用感に関する項目について、生徒のストレス耐性・感情制御力・心理的安全性を高める研修

やアプローチを行っている。 

教頭：教育相談に関する項目の回答から、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーとの面

談機会の充実等を図っている。 

井上：以上で議事を終了とする。 


